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1. はじめに

南アジアでは新石器時代から歴史時代にかけて石製玉によって構成される装身具が用いられた。 時代・

地域によって用いられる石材や形態、また構成される装身具の種類にも違いがあるが、前 3 千年紀以降の

青銅器時代 ・ 鉄器時代には璃瑞 ・ 碧玉などの硬質石材を用いた玉が発達する。

その製作工程は、粗割にはじまり成整形、穿孔、研磨からなるが、その中でも穿孔は技術的に最も難易

度が高い作業である。 とりわけインダス文明期（前 2600～前 1900 年）には長さ 5cm 以上の長型玉が多く

製作されており、その穿孔にあたっては、適切な穿孔具を用いた発達した技法が不可欠である（上杉 2015） 。

したがって、穿孔技術を検討することによって、玉生産 ・ 流通体制のありかた、石製装身具に付与された

社会 ・ 文化的意味をさぐることが可能となると考えられる。

2. 研究の方法

穿孔技術の検討にあたっては、玉の孔にシリコーンを流し込んで、レプリカを作成し、それを走査型電子

顕微鏡によって 20～300 倍前後のさまざまな倍率で観察する（Kenoyer 1997） 。 孔の表面には穿孔時およ

び使用時に生成された微細な形状が残されており、その表面形状の分類から穿孔技術の時空間的変異を検

討する。 表面形状の差異は、玉石材の種類、穿孔具の素材、穿孔時の工具の動作、研磨剤の有無などによ

って規定されると考えられ、表面形状が時空間的にパターン化されるのであれば、 その背景に上記の諸条

件の時空間的変化を推定することができる。 最終的には、こうした表面形状の分析と復元実験 ・ 民族誌的

情報を組み合わせて、穿孔技術の実態を検討していくことになる。 本発表では、研究の第 1 段階にあたる

表面形状の検討を行い、今後の研究の基礎としたい。

3. 青銅器時代から鉄器時代にかけての石製装身具の特徴

本発表では、青銅器時代に属するインダス文明期、北インド、鉄器時代に属する彩文灰色土器文化期、南

インド、鉄器時代に属する南インド巨石文化期の資料を検討する。

インダス文明期には、紅玉髄を含む璃E面、碧玉、蛇紋岩、ベスブ石、アマゾナイ トなどの硬質石材と、

ラピスラズリ、凍石などの軟質石材を用いた玉が石製装身具を構成する。 穿孔技術の検討上、特に重要な

のは硬質石材で、 発表者がこれまでに分析を進めてきたのは璃瑠および碧玉である。 この 2 つの石材で、つ

くられた玉には長さ 5cm 以上の長型玉が含まれており、中には 10cm に及ぶ超長型玉も存在する。 また、

紅玉髄製玉の中には植物由来のアノレカリ性水溶液と推定される素材によって装飾を施した例もある。 長さ

によって形態の作り分けがあるが、単純な形態のものが多い。 こうしたインダス文明期の石製玉はインダ
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図 1 これまでに分析を行った遺跡の位置
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図 2 力一ンパートにおける穿孔作業 図 3 力一ンパート産紅玉髄製玉の子L SEM 画像
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ス地域のみならず、アラビア半島やメソポタミアでもインダス産と考えられる石製玉が出土しており、前 3

千年紀後半の広域地域間交流の検討においても重要な資料である。

北インド鉄器時代には、璃王面、碧玉、＊晶を中心とした玉が知られている。 （超）長型玉はみられなくな

り、長さ 5cm 以下の玉が主流である。 形態的にもインダス文明期のものよりも複雑な形態が出現する。 数

は少ないが、インダス文明期の例と同様の技法を用いた紅玉髄製装飾玉も存在する。

南インド鉄器時代には、インド、半島部全域に巨石墓が分布するが、それに伴って紅玉髄を中心とした玉

が副葬品として用いられている。 巨石文化以前の新石器文化期には硬質石材を用いた玉は存在しないこと

から、巨石文化期になって出現 ・拡散した装身具とみなすことができる。 インダス文明期、北インド鉄器

時代と同じ技法による装飾玉が多く存在する。 形態的にはインダス文明期同様の単純な形態もあるが、円

盤形が多く出土しており、この円盤形に上述の装飾を施した例が多くみられる。

このように時空間軸上において、さまざまな特徴をもった石製玉が存在しており、その背景には各地 ・

各時代に展開した諸文化の個性が現れている一方、 装飾玉のように共通した要素もあり、各地 ・ 各時代の

石製玉の聞に系統的なつながりがあるのかどうか慎重に検討を重ねてして必要がある。 穿孔技術の分析は

こうした系統関係の有無を技術面から検討する方法の一つで、ある。

4. 南アジアにおける青銅器時代から鉄器時代における穿孔技術の変選

青銅器時代のインダス文明期、鉄器時代の北インド（彩文灰色土器文化期）、同じく鉄器時代の南インド

（南インド巨石文化）の遺跡から出土した石製玉の分析のほかに、グジャラートナ｜、｜カーンパートに現在も

残る石製装身具工房で製作された紅玉髄製玉においても同様の分析を行い、遺跡出土の試料にみられる表

面形状を理解する上での標準試料どしている（上杉 2015 ） 。 カーンパートでは、傘の骨を切断したものの

先端にダイアモンドチップを埋め込み、それを木製の柄に装着して穿孔具とする。 これを弓錐と組み合わ

せて回転穿孔する。 研磨剤には玉石材を切断した際に生じる細粉を用い、それを水に溶いたものを穿孔作

業時に用いる。 こうした技術的条件によってあけられた孔の表面形状をみると、かすかにダイアモンドチ

ップが削り込んだ回転状擦痕が観察されるものの、 全体的に粗し、凹凸面が形成されている。 こうした不規

則な凹凸面は研磨剤によるものと考えられる。つまり 、穿孔過程において、ダイアモン ドチップだけでは

なく研磨剤が大きな役割を果たしていることが推測できる。

こうした穿孔具 ・ 穿孔動作がわかる現代の標準試料をもとに、 青銅器時代から鉄器時代にかけての穿孔

技術の変遷を概観しておくと、インダス文明期には第 1 類 きわめて平滑な表面をもつもの、第 2 類 ： 軽

微な平行擦痕とともに顕著な凹凸面が形成されるもの、第 3 類：孔側面が波状を呈する表面形状、第 4 類

顕著な平行擦痕をもつもの、第 5 類 ： 不規則な凹凸面を残す表面形状を確認することができる。 第 1～4 類

は回転技法、第 5 類は敵打技法と推定される。 発表者が観察を行っている例ではカーンパート例にみられ

るような不規則な凹凸面を残すものは少数であり、インダス文明期には研磨剤の使用は限定的て、あった可

能性がある。

ポスト ・ インダス文明期（前 1900～前 1300 年頃）から北インド鉄器時代（彩文灰色土器文化期（前 1000

～前 500 年頃））の試料では、孔径がインダス文明期のよりも細し、ものが確認されるようになる（径 lmm

前後） 。 このことは穿孔具の変化を示唆しており、インダス文明期の石製穿孔具よりも強度の高い素材を用
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いた細型穿孔具が導入されている可能性が考えられる。 加えて、この時期の資料では平行擦痕が顕著に観

察される資料が多し、。 中には表面に凹凸面をもっ例も確認できる。 ただし、凹凸面はカーンパート例のよ

うに全面に及ぶのではなく 、 穿孔具先端が刻み込んだ平行擦痕の溝状凹部を中心に形成されており、穿孔

具先端の形状によって生成された凹凸面である可能性が高い。

南インド巨石文化の例でも同様に lmm 前後の孔径を測る資料が存在するとともに、平行擦痕が顕著な

資料が多い。また、擦痕の溝状凹部を中心に凹凸面を形成する例が確認される。 このことからみて、南イ

ン ド巨石文化期の穿孔具は北インド鉄器時代と共通する特徴をもっていると考えられる。

5. 今後の課題と展望

以上みてきたように、南アジアでは青銅器時代から鉄器時代にかけて璃瑞、碧玉を代表とする硬質石製

玉が製作され、装身具として用いられてきた。 ここで問題となるのは、上述のように各地 ・ 各時代の諸文

化にみられる石製玉の聞における系統関係の有無である。 この問題を明らかにするには、単に石材の種類

や形態の類似性だけでなく、技術面の検討が不可欠である。 孔の表面形状の分析は穿孔技術の時空間的特

性の理解を可能に するものであり、その分類と時空間軸上で、の変異のパターンを明らかにする必要があ

る。

引用・参考文献

Kenoyer, J. M. and M. Vidale 1992 A New Look at Stone drills of the Indus Valley τ'radition. In P.B. 

Vandiver, J.R. Druzik, G.S. Wheeler and I.C. Freestone eds.λ;fat，θ•rials lssuθS in Art and Archaθology 

III, 495-518. Pittsburgh, Materials Research Society. 

Kenoyer, J.M. 1997 Trade and technology of the Indus Valley: new insights from Harappa, Pakistan. 

World Archaeology 29(2): 262-280. 

上杉彰紀 2015 「インダス文明期の石製装身具研究の現状と展望」『西アジア考古学』 16 13-29 頁。

-6 -


